

	教材名　　　　　　　　　　　　　　
	本時のねらい　 
	時数

	14「ゴール」　
	５人の関係を通して，友情を深めるために大切なことについて考えることによって，友情を深めようとする態度を育てる。（Ｂ　友情，信頼）
	　（　１　/　１　）

	

	段階
	学習活動
	指導上の留意点
	授業評価
	仙台版
スタンダードカリキュラムの視点

	導
入
	１　登場人物について知る。
	・登場人物の５人の関係性や特徴について，場面絵を参考にしながら説明する。
	
	

	展
開
	２　「ゴール」を読んで話し合う。・５人の心のすれ違いが生まれた原因は何だろう。

考えたのだろう。

　
・リカの弟のことを聞いて，他の４人はそれぞれどのようなことを考えたのだろう。

考えたのだろう。

　


３　友情を育てていくために必要なことについて話し合う。
・友情を育てていくうえで大切にしなければいけないことを考えて
みよう。

	・実際にこういった経験をしたことがないか問い掛け，自分を振り返りながら考えさせる。



・４人の考えがそれぞれ違うことに気付かせる。
・弟のことを話さなかったリカにも，問題があったことに気付かせる。また，なぜリカがそれまで弟のことを話さなかったのかについても考えさせる。
・美希がリカに思っていたことを伝えたことがきっかけで，誤解が解けたことに気付かせる。
・３人用グループを作ったことの問題点から，メッセージアプリの使い方について考えさせる。
	・道徳的価値の理解を深めさせるような発問構成だったか。

	③「リカの弟のことを聞いて,他の４人はそれぞれどのようなことを考えたのだろう」をノートやワークシートに記述させ，ねらいとする道徳的価値について話し合わせる。

	ま
と
め
	４　「みとめあう心」　を活用し，本日のまとめをする。

	・授業で考えたことを基にしながら，みとめあう心を活用する。
	

	①「みとめあう心（参考資料）５「考えようネットの危険性」を活用する。






特別の教科　道徳　第２学年　　本時の指導計画例

※仙台版スタンダードカリキュラムの視点において，①は副読本の活用，②は情報活用能力，③は言語能力，④は地域の特性，⑤はたく生き　を表す。
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